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★「非認知能力」とは？part3～Ｑ＆Ａ～ 

日本生涯学習総合研究所「非認知能力について」https://www.shogai-soken.or.jp/non-cognitive-skills/  

Ｑ1 「認知能力」と「非認知能力」、どちらが重要なのでしょうか？ 

Ｑ２ 「非認知能力」は、大人になっても育成できるものなのでしょうか？ 

 

認知能力と非認知能力の相互作用 

 

 

 

 

  

 

 

★校長より★ 皆さんが目標に向かって努力するとき、目につきやすいのは認知能力です。テストの点が上がった、走るタイム

が上がった等ですね。ただ、この努力をしたときに必ず非認知能力も向上しています。意欲、向上心、レジリエンス･･･等です。

今まではこういった非認知能力についてあまり、目が向けられていませんでした。しかし、「変化の激しい時代に活躍するため

にはこの非認知能力が実は重要ではないか、だから、意識して伸ばしましょう」というのが現在の流れなのかなと思います。非

認知能力を伸ばすということは特別なことではなく、色々な活動の中でそれを「意識する」ことだと考えます。(校長 原 拡史) 
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例えば、「認知能力」＝知識・認識が高まれば、課題の解決の

道筋が見えてくる可能性が高まります。知識が増えると、モノ

や社会の見え方が変わり、深まり、興味・関心につながります。

学問の本質に近づき、探究心が芽生えるきっかけになります。 

一方で、非認知能力を鍛えると、例えば受験勉強、セルフマ

ネジメント力（先の見通し、計画する力、時間の効率的な使い

方）によって、どの科目を優先してやるか、得意科目を伸ばす

か不得意科目を克服するか、行きたい大学の合格点まで何点足

らないから、いつから、何を、どれだけやるかというメドを立

て勉強するようになる。過程と到達のメドが立つと勉強もやる

気になり、受験学力も効率よく身についていく流れになる。 

知識（認知能力）だけじゃモッタイナイ。非認知能力だけで

もモッタイナイ。エコ、SDGs の時代だからね。両方の連動を

“意識”して。効率よく＆効果は倍。（教頭 長岡将之） 
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